
■ 食育事例発表会

【成果】

道内各地域における食育活動を行う団体等の連携や活動をより一層推進するため、地域で活躍する団体等の活動事例発表や
イベント参加者による食育に関する懇談会、発表内容に関する意見交換のほか、地産地消及び日本型食生活の実践促進を図った。

○開催日：令和７年９月２日（火）15:00～16:30
○参加者：計63名（会場参加 36名、オンライン参加 27名）
○場 所：オホーツク総合振興局３階２号会議室（網走市）

【取組概要】
■ 合同会社 びほろ笑顔プロジェクト 大友 真佐美 氏 （美幌町）

・ 「美味しいものを皆さんに届けよう」、「特産品の開発だけではなく、価値観を磨いていこう」、「食で育てていこう」と
いうテーマを掲げて会社をつくりあげていった。ゼロからスタートして今年で13年目。豚肉から広がるものづくり、人づくり、
まちづくりの会社が、地域の農家・企業の方と一緒に特産品を開発している。

・ 保育園、小学校、高校生、大人の各段階でステップ教育として食育を行っている。愛をもって全力で食を伝えることで、小さい
ころから地域愛が育つと考えている。

■ 滝上町農林建設課農業振興係 大枝 隼人 氏 （滝上町）

・ 子ども達に農作物を育てる経験を通して、食べ物を大切にする心、食を選択する力を育み、食料の生産から消費に至るまでの
食の循環が多くの人たちの様々な活動に支えられて、それらのことへの感謝の念や理解を深めてもらいたいという思いから農業体
験会を実施。

・ 子ども達と地元の農家さんとの交流の場をつくることで、どのような野菜が作られているかを知り、農業がどれだけ大変でやり
がいがあるかを知るきっかけとなったと思う。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋がった。

【参加者の声】
・とても素晴らしい発表だった。機会があれば、もう一度聞きたい。
・食育について考える機会になった。
・子どもの頃から食のありがたみや地域の食材に触れることで、将来大人になってからも食育について
意識すると思う。

・どの取組も地元に熱意のある方が中心となっており、熱意と行動が原動力になっていると思った。

産地や生産者を意識する 7.0% UP
主食・主菜・副菜を揃える ３.５% UP


